
The Virtual Reality Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　▽ lrtual 　Reallty 　Soolety 　of 　Japan

T＞RSJ　Vbl．16　No．3　pp．297−298 ，
2011

「ハ プテ ィ ク ス 」 特集号刊行 に あた っ て

　　　　　Special　issue　on 　Haptics
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　視覚や聴覚に続 く新た なメディ ア と して 体性 感覚 （皮膚感 覚や力覚 ・深部感覚）が 注 目 され

て い ます。そ して それ ら の 情報を提示 す るハ プテ ィクイ ン タ フ ェ
ー ス の 研 究開発 の 現場で は ，

ハ ー ドウエ ア とソ フ トウエ ア とい う技術的側面に留ま らず ， 視聴覚デ ィ ス プ レイな どとの 連携

や感性 ・錯覚 を含 む心理的生理的な側面の 探求 も進み，研究開発の 裾野が 着実に広が っ て い ま

す．ま た近年 に は非常に安価なハ プテ ィクデバ イ ス が発売 され ，製 品の 触感デザイ ン な ど VR

以外 の こ れまで はあま り関連が なか っ た多 くの 分野か らもハ プテ ィ ク ス は注 目され る よ うに

な っ て きま した，

　こ の よ うな社会的 ・学術的背景の なか，本学会で は時代 を先取 りす る形 で ，2006 年に 「触 ・

力覚情報の 処理 と呈示」、2008 年に 「ハ プ テ ィ ッ クイ ン タラ ク シ ョ ン 」 と い う論文特集号 を発

刊 しました．そ して今回は，イ ン タフ ェ
ー

ス 技術に 限 らずハ プテ ィ ク ス 全般に関連する新た な

提案 ， 基礎技術や応用技術 ， 要素技術やア プ リケーシ ョ ン， コ ン テ ン ツ ，さらに は新 しい試み

や考察に つ い て の 報告など，幅広 く論文 を募集 しま した．そ の 結果 ，
ハ プテ ィ ク ス 関係 の 特集

号 と し て は過 去最高の 35 件 とい う論文投稿が あ り，うち 24 件 （基礎 14 件，コ ン テ ン ツ 2 件，

総説 3 件，シ ョ
ー

トペ ーパ ー5件）が採録 され ， 論文特集号を発刊す る こ とが で きま した．

　エ デ ィ タの 当初の 狙 い 通 り，最新の 成果が集ま る と ともに ，こ れま で なか っ た 総説論文や コ

ン テ ン ツ論文 も採択 されま した．こ の 分野 の 成熟 を示す とともに，技術体系を俯 瞰 しつ つ 更 な

る高み へ の ス テ ッ プア ッ プ の ため の 指南書として価値ある特集号 とな っ た と思い ます ．一
方 ，

不採 択 とな っ た論 文数 も過 去最多で あ っ た こ とも我 々 の 今後の 研究方針を考え る上 で の 重要

な検討材料 とな ります ．特 に心理 学関係 の研究や実験 に関 し て 実験 の 不備が指摘 され，残念 な

結果 となっ たケー
ス が散見 されま した．本学会 は 工 学 系 ，

心理学系等幅広い 分野の 研究者が 多

数在籍 して い る学際的環境で あ り，さらに活発か つ 濃密な交流を促す仕掛けが出来れ ば，相互

の 研 究を加 速す る の で はない か， とい う思い が生 まれ ま した ．

　 木特集号 の 投稿 〆 切 直後 に東 H本大震 災が起 こ りま した．被 災 された方 には 心よ りお見舞 い

申 し上げる とと もに ， 本特集 に投稿 い た だきま した著者 の 皆様 ， 査読者 の 皆様 ， そ の 他 関係者

の 皆様 に は ， 大変な時期に迅 速 に対応 い た だきま した ．こ の 場をお信 り して お 礼 申し上 げます．
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